
資料 １ 

■地域おこし協力隊 福井
ふ く い

 拓也
た く や

 

活動場所：寺野地区 

任  期：令和 4年 5月 9日～令和 7年 5月 8日 

活動内容：観光スポット（芝桜、アジサイ、ひまわり）の魅力アップ、観光

スポットに関するイベントの開催、情報発信、特産品の販路拡

大・開発 

 

■地域おこし協力隊 前倉
まえくら

 善和
よしかず

 

活動場所：筒方地区 

任  期：令和 5年 4月 20日～令和 8年 4月 19日 

活動内容：休耕田を活用したそばの生産の拡大、オリジナルそばレシピの研

究や加工品の開発、移住者のスローライフ・住民とのふれあいな

どを YouTube配信 

 

■集落づくり推進員 野口
の ぐ ち

 佳子
よ し こ

 

担当集落：令和 6年度は 22町内会 

…65歳以上の住民が人口の 50%以上の町内会 

総合事務所が必要と認める町内会  

任  期：令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日（再任用あり） 

活動内容：中山間地域の暮らしを守り、集落の活力の維持・向上を図るた

め、集落巡回による状況把握、住民による話し合いの促進、集落

の支援等 
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⑪板倉区 

 

■人口（令和 5年 3月末現在）     ■地域の送迎サービス（令和 5年 10 月時点） 

  

 

 

 

■バス路線の収支と評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用の実態（乗降調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■再編の方向性 

 

  

総人口 6,074人

15歳未満 546人 9.0%

65歳以上 2,352人 38.7%

75歳以上 1,284人 21.1%

一般 学生

1 島田線 10 6 8 4 26 23 3 5
・朝は通勤利用が主
・昼間は通院利用が主
・針-曽根田間は利用が少ない

2
上関田線
（市営バス）

11 11 - - 51 3 48 3 ・朝夕は通学利用が主

3
山寺薬師・菰立線
（市営バス）

11 11 - - 49 3 46 1 ・朝夕は通学利用が主

4 三針線 9 0 4 -

5 新井・板倉線 22 12

※島田線は令和5年1月調査から、上関田線及び山寺薬師・菰立線は令和4年度実績から算出
※一般／学生の区分は乗降場所等からの推計

平日 土休日

1日当たりの利用人数(人)
利用の特徴№ 路　線

平日 土休日 平日

1日当たりの利用便数
(便)

【参考】1日当たりの
運行便数(便)

土休日

1 島田線 幹線 13,801 2,443 11,358 17.7% 4,769 6,589
8,152

(8,432)
2.5

(2.5)
0.9 Ⅲ運行の効率化

2
上関田線
（市営バス）

支線
13,330
(6,523)

3.3
(1.4)

-

3
山寺薬師・菰
立線
（市営バス）

支線
12,120

(13,622)
3.0

(1.9、2.1)
-

4 三針線 支線 2,566 285 2,280 11.1% 0 2,280
2,302

(1,497)
0.9

(0.6)
0.5

Ⅰ路線廃止・互助への
転換

5 新井・板倉線 幹線 18,859 4,808 14,052 25.5% 465 6,092
23,216

(29,778)
3.4

(4.1)
2.1
0.9

Ⅲ運行の効率化

58,152 7,964 50,188 13.7% 5,234 37,459
59,120

(59,852)
- -

22,926 428

市負担
(千円)

22,49801.9%22,498
Ⅱ運行形態の転換等
（市営バス全体で1便当
たり利用者数3.1人）

※年間利用者数及び1便当たり利用者数における（）内の数値は、平成30年度の利用者数
※市営バスの（　）内の数値は、平成30年度の路線バス（上関田線、山寺薬師・菰立線）の利用者数
※新井・板倉線の平均乗車密度は各系統の数値（起終点により系統が分かれている）

年間
利用者数

(人)

1便当たり
利用者数(人)

平均乗
車密度

評価結果

合　計

№ 路　線

収支等の状況（R4決算）

区分
経常費用

(千円)
経常収益

(千円)
経常欠損

(千円)
収支率

国県補助
(千円)

№ 名　称 運行主体 区　間 運行日

1 スクールバス 市 板倉小学校区 平日

2 サロン送迎
板倉まちづくり
振興会

板倉区内～板倉保健センター
月2～3回（地区ご

とに曜日設定）

3
ねごしの里・ねご
しの茶の間

ねごしの里 板倉区内～ねごしの里
週3回（火、水、

木）

1 島田線 幹線 ― ・R5.4に経路変更を実施したことから、その後の実績を踏まえて再度評価を行う。

2
上関田線
（市営バス）

支線

3
山寺薬師・菰立線
（市営バス）

支線

4 三針線 支線 R8年4月
・路線廃止
現在通学で利用している高校生の卒業をもって路線を廃止する。

※幹線と支線の乗換拠点は板倉コミュニティプラザ前

・減便により運行の効率化を図る。
通学で利用している高校生の卒業をもって利用の少ない土日の便を中心に減便を
検討する。

R7年4月幹線新井・板倉線5

R7年4月 ・予約型コミュニティバスに転換し、利便性と効率性を向上する。

主な再編
時期

再編の方向性№ 路線名 区分
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